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　鹿児島県出身者でオリンピックにおいてメダルを獲得した
人物は多々あるが、二大会連続で金メダルを獲得したのは鶴
田義行ひとりである。
　鶴田は明治36年10月、伊敷村飯山に12人兄弟の次男とし
て生まれた。飯山は、目の前に甲突川が流れる谷間の集落
で、鶴田は幼い頃からこの甲突川で水泳の練習をしていたと
いう。このあたりでの甲突川は、江戸時代に永吉や原良、西
田などの田んぼに水を供給していた石井手用水路の取水口に
あたり、現在でもその名残を偲ぶことができる。
　甲突川で培った水泳の技術を活かすため、鶴田は佐世保海
兵団に入隊する。佐世保では訓練として、一日に必ず１万キ
ロは泳いでいたと伝わっている。そしてその鍛練の成果は、
巡洋艦「由良」に一等機関水兵として乗り組んでいた時に発
揮されることになる。大正12年、明治神宮での水泳大会に
おいて新記録で優勝したのである。そのことで一躍注目をあ
びた鶴田は、大正14年には海軍を辞し報知社に入社する。
会社勤めをしながらも水泳の練習には余念がなく、見事昭和

3年のアムステルダムオリンピックに二百メートル平泳ぎの
選手に選ばれる。そしてアムステルダムオリンピックで、世
界記録保持者のドイツ人選手のラーデマッフェルらを破り、
2分48秒8のタイムで優勝するのである。
　帰国後は、明治大学に入学して水泳の世界大会で新記録を
達成するなど、鶴田の名前はさらに世界に知られることにな
る。その後一時はオリンピックからの引退を考えたが、日本
水連からの要望によって、昭和7年のロサンゼルスオリン
ピックにも出場することになる。二百メートル平泳ぎでは、
決勝において日本人の小池礼三と争うことになったが、鶴田
は2分45秒4のタイムで再び優勝した。
　誕生地には、水泳選手であった頃の鶴田の像と鶴田の言葉
が刻まれた碑が建立されている。碑には「苦しいうちはダメ
　鍛練不足の証拠　苦しさに慣れ平気になって　本当の苦し
さ探求が始まる」とある。努力家だった鶴田らしい言葉であ
る。

鹿児島商工会議所会報 42020
march
NO.783

この会報の愛称『アイム』は、鹿児島商工会議所
ビルの愛称と同じです。自己紹介の言葉“I

,
m...”は、

出会いの始まりです。“I”には「インフォメーショ
ン」「インテリジェント」、“m”には「メトロポリス」
「ミート」の意が込められています。

 月のスケジュール 鹿児島商工会議所4   

部会・委員会活動報告12

ビジネスマネジャー検定試験のご案内
新入会員紹介
協会けんぽ鹿児島支部より保険料率変更のお知らせ

インフォメーション17

経営相談ガイド15

◆鶴田義行像（鹿児島市伊敷町）

期日 件　　名
かごしま検定申し込み受付開始（～5/8迄）

第155回簿記検定申し込み受付開始（～5/15迄）
第47回ビジネス実務法務検定申し込み受付開始（～5/8迄）

第111回珠算下級・暗算検定試験　於：各会員塾

第11回ビジネスマネージャー検定申し込み受付開始（～5/15迄）
日本政策金融公庫　水曜定例相談　13:30～16:00　於：13階

日本政策金融公庫　水曜定例相談　13:30～16:00　於：13階

第219回珠算・第129回段位試験申し込み受付開始（～5/28迄）
第44回福祉住環境コーディネーター検定申し込み受付開始（～5/22迄）

第48回カラーコーディネーター検定試験受付締切（6/17施行）

第28回環境社会(eco)検定試験申し込み受付開始（～5/29迄）
昭和の日

ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於：13階
汚染負荷量賦課金申告納付説明・相談会　13:30～15:30　於：14階
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木
金
土
日
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木
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火
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木
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火
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木
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※予定は変更になる場合があります。

甲突川

大田ベーカリー

飯山橋公園

3

ココ鹿児島県の
スポーツ・武道に
ゆかりの地を辿る
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令和2年度事業計画の概要

　
当
商
工
会
議
所
は
3
月
24
日
に
第
2
6
4
回
通
常
議
員
総
会
を
開
き
、
令
和
２
年

度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。
本
年
度
の
事
業
計
画
に
は
、
地
域

を
支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
力
強
化
、
多
様
な
人
材
確
保
の
推
進
と

次
代
を
担
う
人
財
の
育
成
、
「
国
際
交
流
都
市
鹿
児
島
」
創
造
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
、
の
3
つ
が
重
点
項
目
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。
令
和
2
年
度
事
業
計
画

の
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

令
和
２
年
度 

事
業
計
画
の
概
要

（1）

（2）（3）（4）

新
事
業
展
開
･
市
場
拡
大
・
経
営
力
強

化
等
の
支
援

　
県
産
品
の
販
路
拡
大
と
新
商
品
･
新

サ
ー
ビ
ス
開
発
の
支
援

▼
物
産
展
･

商
談
会
等
の
販
路
拡
大
に
向

け
た
多
様
な
商
談
機
会
の
提
供
▼
地
域
資

源
を
活
用
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー
･

新
商
品
開

発
に
向
け
た
取
り
組
み
の
支
援
▼
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
や
県
貿
易
協
会
な
ど
海
外
展
開
支
援

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
県
産
品
の
海
外
へ

の
販
路
づ
く
り
の
支
援

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
業
務
効
率
化
の
取
り

組
み
支
援

▼
小
規
模
事
業
者
の
ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
よ

る
会
計
業
務
の
効
率
化
の
推
進
▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
よ
る
会
員
へ
の
情
報
提
供
の
多
様

化
･

迅
速
化
▼
中
小
企
業
･

小
規
模
事
業

者
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
支
援

　
中
小
企
業
･
小
規
模
事
業
者
の
経
営

力
強
化
の
支
援

▼
経
営
革
新
や
経
営
力
強
化
を
図
ろ
う
と
す

る
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
強
化
▼
専
門
家
派

遣
に
よ
る
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ス
の
実
施
▼
マ

ル
経
等
各
種
制
度
資
金
の
利
用
促
進
▼
事

業
者
が
活
用
で
き
る
各
種
補
助
金
･

制
度

の
導
入
支
援

　
創
業
･
起
業
の
一
貫
支
援

▼
開
業
手
続
き
や
事
業
計
画
作
成
等
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
創
業
支
援
▼
創
業

塾
の
開
催
や
創
業
に
関
す
る
各
種
情
報

の
提
供
▼
創
業
予
定
者
と
事
業
譲
渡
予

定
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

地
元
企
業
の
継
続
力
強
化
と
事
業
後
継

対
策
の
推
進

▼
地
元
企
業
の
事
業
承
継
･

事
業
引
継

ぎ
の
取
り
組
み
の
支
援
▼
災
害
等
に
備

え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支
援
▼

会
員
企
業
に
お
け
る
健
康
経
営
の
取
り

組
み
支
援
▼
鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生

支
援
協
議
会
に
よ
る
事
業
再
生
支
援
▼

鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援

環
境
変
化
へ
の
対
応
の
支
援

▼
企
業
経
営
に
関
わ
る
法
律
や
制
度
改

正
へ
の
対
応
支
援
▼
企
業
負
担
の
軽
減

に
向
け
た
税
制
等
に
関
す
る
要
望
活
動

の
実
施
▼
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

軽
減
税
率
適
用
後
の
円
滑
な
対
応
支
援

国
・
地
方
自
治
体
の
中
小
企
業
施
策
へ

の
協
力

Ⅰ．地域を支える中小企業・小規模事業者の活力強化
● 販路拡大の支援と多様な商談機会の提供
● 地域資源を活用した新メニュー･新商品開発に向けた取り組み支援
● クラウド活用による会計業務の効率化の推進
● ICT活用による会員サービスの充実
● 事業者が活用できる各種補助金･制度の導入支援
● 地元企業の継続力強化と事業後継対策の推進
● 災害等に備えたリスクマネジメントの支援
● 会員企業における健康経営の取り組み支援
● 企業経営に関わる法律や制度等の改正への対応支援
● 企業負担の軽減に向けた税制等要望の実施

Ⅱ．多様な人材確保の推進と次代を担う人財の育成
● 新規学卒者の地元就職率向上の促進
● 大学連携によるインターンシップ事業の拡充･強化
● 地元企業による合同企業説明会･交流会の開催
● 地元企業における外国人雇用の促進
● 地元企業におけるＵＩＪターン者の雇用促進
● 次代を担うビジネスリーダーを育成するビジネススクールの開催

Ⅲ．｢国際交流都市鹿児島｣創造に向けたまちづくりの推進
● ウォーターフロント地区の活性化策の検討
● 都心部のMICE･コンベンション施設等の整備促進
● 中心市街地の民間再開発の促進
● 観光アクセス向上･渋滞解消のための南北交通軸

　(国道10号北バイパス･国道226号･臨港道路)の整備促進
● 鹿児島港港湾計画の抜本的な見直しの促進

令和2年度 重点項目

１
．
中
小
企
業
･
小
規
模
事
業
者
の

　
　
成
長
力
･
持
続
力
Ｕ
Ｐ

令
和
2
年
度 

主 

な 

事 

業

エ
）

ア
）

イ
）

ウ
）



3 アイム 2020.4

令和2年度事業計画の概要

（2）（2） （1）

（1）

（2）（3）（1）（2）

（3）（4）（5）（6）（7）（8）

（3）（4）（5）

（1）
多
様
な
人
材
の
確
保
に
よ
る
人
手
不
足

対
策
の
強
化

▼
大
学
と
連
携
し
た
新
規
学
卒
者
等
の
地

元
就
職
率
向
上
の
促
進
▼
大
学
等
と
の
連

携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
拡

充
･

強
化
▼
中
高
生
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
並
び
に
経
営
者
･

技
術
者
等

の
講
師
派
遣
事
業
の
拡
充
･

強
化
▼
地
元

企
業
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会
･

交
流
会

等
の
開
催
▼
地
元
企
業
に
お
け
る
外
国
人

雇
用
の
促
進
▼
地
元
企
業
に
お
け
る
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
者
の
雇
用
促
進
の
支
援
▼
新
規

学
卒
者
・
求
職
者
に
向
け
た
地
元
企
業
情

報
の
積
極
的
な
発
信

次
代
を
担
う
人
財
育
成
の
支
援

▼
次
代
を
担
う
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
催
▼
経

営
者
向
け
や
営
業
社
員
、
新
入
社
員
な
ど

対
象
別
の
各
種
研
修
会
･

セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
各
種
検
定
の
実
施

国
際
交
流
都
市
づ
く
り
の
促
進

▼
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
の
活
性
化

策
の
検
討
▼
都
心
部
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
･

コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
等
の
整
備
促
進

中
心
市
街
地
の
活
性
化

▼
民
間
再
開
発
の
促
進
▼
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
の
運
営
▼
商
店
街
と
の
連

携
に
よ
る
空
き
店
舗
対
策
等
活
性
化
の

推
進

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の
観
光
客
受
入
対
策

の
強
化

▼
商
店
街
等
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

消
費
拡
大
に
向
け
た
活
動
の
支
援
▼
国

際
観
光
旅
客
税
を
活
用
し
た
観
光
施
策

に
関
す
る
調
査
･

研
究
▼
大
規
模
災

害
・
疫
病
等
に
対
す
る
地
域
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化

観
光
振
興
へ
向
け
た
誘
客
活
動
の
強
化

▼
か
ご
し
ま
国
体
等
の
参
加
者
･

観
戦

客
の
受
入
及
び
経
済
効
果
最
大
化
へ
の

取
組
▼
九
商
連
観
光
委
員
会
の
運
営
並

び
に
連
携
し
た
観
光
振
興
策
の
推
進
▼

オ
ー
ル
鹿
児
島
体
制
に
よ
る
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
実
施

ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
と
寄
港
地
観
光
の

推
進

▼
国
内
外
の
船
社
･

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
等

へ
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
実
施
▼
ク

ル
ー
ズ
船
受
入
対
策
の
強
化
▼
寄
港
地

観
光
や
観
光
消
費
拡
大
に
よ
る
経
済
波

及
効
果
の
最
大
化

観
光
ア
ク
セ
ス
向
上
･
物
流
効
率
化
を

目
指
し
た
道
路
網
の
整
備
促
進

▼
国
道
10
号
鹿
児
島
北
バ
イ
パ
ス
、
臨

港
道
路
の
整
備
促
進
︵
南
北
交
通
軸
︶

▼
国
道
２
２
６
号
の
平
川
交
差
点
か
ら

喜
入
旧
町
交
差
点
ま
で
の
４
車
線
化
の

整
備
促
進
▼
鹿
児
島
東
西
・
南
北
幹
線

道
路
等
鹿
児
島
市
街
地
交
通
体
系
の
整

備
促
進
▼
東
九
州
自
動
車
道
や
南
九
州

西
回
り
自
動
車
道
の
建
設
促
進

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
向
け
た
港
湾
･

空
港
機
能
の
強
化

▼
鹿
児
島
港
港
湾
計
画
の
抜
本
的
な
見

直
し
の
促
進
▼
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し

ま
の
再
整
備
促
進
▼
鹿
児
島
空
港
の
機

能
強
化

国
際
航
空
路
線
網
の
利
用
促
進
と
新
規

路
線
開
拓

▼
北
京
･

釜
山
･

高
雄
･

台
中
線
な
ど

新
規
定
期
航
空
路
線
の
誘
致
▼
既
存
の

上
海
･

ソ
ウ
ル
･

台
北
･

香
港
･

７
月

就
航
の
ハ
ノ
イ
線
の
利
用
促
進

会
議
所
の
機
能
強
化
と
財
政
基
盤
の
安

定
化

▼
部
会
･

委
員
会
活
動
の
活
性
化
▼
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
事
務
局
の
機
能
強
化

▼
財
政
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
ビ
ル
所

有
権
買
戻
し
の
推
進
▼
創
立
１
４
０
周

年
に
向
け
た
関
連
事
業
の
検
討

会
員
拡
大
と
会
員
に
な
り
た
い
と
思
う

会
議
所
づ
く
り

▼
会
員
拡
大
運
動
の
推
進
に
よ
る
組
織

率
の
向
上
▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
会
員

へ
の
情
報
提
供
の
多
様
化
･

迅
速
化

地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
提
言
活
動
の

強
化

▼
商
工
会
議
所
の
意
見
の
積
極
的
な
公

表
と
具
現
化
▼
部
会
･

委
員
会
等
に
よ

る
調
査
研
究
及
び
積
極
的
な
提
言
活
動

の
推
進

各
地
商
工
会
議
所
と
の
連
携
強
化

▼
県
連
、
県
下
会
議
所
、
日
商
、
九
商

連
、
盟
約
先
︵
函
館
、
山
口
、
下
関
、

静
岡
︶
、
南
九
州
︵
熊
本
、
宮
崎
︶
▼

関
係
商
工
会
議
所
と
の
更
な
る
交
流
の

促
進
︵
鶴
岡
、
酒
田
︶

行
政
や
国
会
議
員
と
の
連
携
強
化
と
Ｐ

Ｐ
Ｐ
（
官
民
協
働
）
の
推
進

▼
鹿
児
島
県
、
鹿
児
島
市
と
の
連
携
強

化
▼
県
選
出
国
会
議
員
、
県
議
会
･

市

議
会
と
の
連
携
強
化

県
内
大
学
と
の
連
携
強
化

▼
包
括
連
携
協
定
先
大
学
︵
鹿
児
島
大

学
、
鹿
児
島
国
際
大
学
︶
と
の
共
同
事

業
の
推
進

国
内
外
の
鹿
児
島
県
人
会
と
の
連
携
強

化国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ
る
交
流

の
促
進

▼
﹁
か
ご
し
ま
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
推
進
に
よ
る
国
際
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
▼
海
外
県
人
会
お
よ

び
海
外
在
住
県
系
人
、
鹿
児
島
在
住
外

国
人
留
学
生
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に

よ
る
交
流
基
盤
の
確
立

2
．
地
元
企
業
の
人
手
不
足
対
策
･

　
　
人
財
育
成
の
支
援

3
．
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
交
流
に
よ
る

　
　
真
の
地
方
創
生

4
．
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
加
速
に

　
　
よ
る
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
拡
大

5
．
参
画
と
連
携
強
化
に
よ
る

　
　
会
議
所
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
発
揮



菓
子
部
門
優
秀
賞
は「
桜
島
だ
い
こ
ん
大
福（
㈱
風
月
堂
）」

加
工
部
門
優
秀
賞
は「
の
っ
け
る
桜
島
大
根
シ
リ
ー
ズ（
㈱
中
園
久
太
郎
商
店
）」

﹇
第
12
回
鹿
児
島
県
新
作
観
光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
﹈

　
鹿
児
島
県
観
光
土
産
品
公
正
取
引
協
議
会
は
「
鹿
児
島
県
新
作
観
光
土
産

品
コ
ン
ク
ー
ル
」の
審
査
会
を
2
月
25
日
に
開
催
し
た
。

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
平
成
7
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
が
12
回
目
。県

内
各
地
の
事
業
者
か
ら
菓
子
部
門
14
社
19
品
、
加
工
食
品
部
門
28
社
39
品

の
出
品
が
あ
っ
た
。

　
審
査
は
、関
係
機
関
、小
売
業
者
な
ど
6
人
の
審
査
員
に
よ
り
厳
正
に
行
わ

れ
、優
秀
賞
2
品
、奨
励
賞
6
品
が
選
ば
れ
た
。ま
た
、3
月
27
日
に
表
彰
式
を

開
催
し
、受
賞
企
業
に
賞
状
等
を
授
与
し
た
。

入
賞
商
品
が
決
定
！
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第12回鹿児島県
新作観光土産品コンクール

　機能性食品として注目を浴びている「桜島大根」を手軽に食べ
る方法はないかとの考えから、職人が手作りで作っている「大
福」に使用。すりおろした桜島大根を小豆餡の中に包み込み、大
福生地には刻んだ桜島大根の葉を練りこんだ。

　核家族化が進み、桜島大根が大きすぎるとの声から、コンパク
トで食べやすく、使い勝手の良い商品をとの想いから刻んだ桜
島大根を使用した新たな商品を開発。
　鹿児島ならではの麦みそと合わせ、甘口に仕上げた麦みそ。
酒粕に漬け込みピリッと辛いわさびの風味が大人のおつまみに
ぴったりの酒粕わさび。イタリアン風に仕上げた塩麹トマトの
3種類。

桜
島
だ
い
こ
ん
大
福

㈱
風
月
堂

の
っ
け
る
桜
島
大
根
シ
リ
ー
ズ

（
麦
み
そ
、酒
粕
わ
さ
び
、塩
麹
ト
マ
ト
）

㈱
中
園
久
太
郎
商
店

菓子部門 優秀賞

加工食品部門 優秀賞
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第12回鹿児島県
新作観光土産品コンクール

　鹿児島の特産品「かるかん」で「かわいい」を表
現。あらゆるジャンルで活躍する女性を応援す
ることをコンセプトに開発。パッケージに花の
香りを加え、手で箱をこすると、一層その香りが
引き立つよう工夫した。

　自然薯のしっとりもっちり食感の生地と、黒
糖あんの甘味がバランスのよいかるかん。鹿児
島県産の自然薯、水、黒糖を使用し、鹿児島を感
じることができる商品に仕上げた。

　世界一小さなみかんといわれる桜島小みか
んと、口あたりなめらかなクリームチーズを
しっとりとしたタルト生地で包み、焼き上げた
上品な甘さが香るスティックタイプのタルト。

フ
ェ
ミ
ニ
ン
か
る
か
ん

㈲
二
幸
食
鳥 

か
ご
し
ま
旅
の
駅 

魔
猿
城

黒
糖
か
る
か
ん

㈲
徳
重
製
菓
と
ら
や

桜
島
小
み
か
ん

チ
ー
ズ
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
ル
ト（
5
本
入
）

㈱
美
味
芋
本
舗

　竹筒の容器とタケノコで「さつま町」ならでは
の郷土色豊かな商品に仕上げた。また、県産の和
牛やうなぎ、県ブランドの黒豚で3種のバリ
エーションを展開している。

　出水市で飼育、処理された「いずみどり」を使
用。北薩産タケノコと鶏肉をミンチにし、ス
ティック状にカットした「ごぼう」「さつま芋」を
芯にして、俵型に丸め、周りに昆布を巻き「俵お
むすび」をイメージして仕上げた。

　鹿児島県産の極上「枯れ本節」「かつお節」のみ
を使用した贅沢で上品な風味の出汁。和食にも
洋食にもよく合い、中期の離乳食としてや、塩分
を気にする方、高齢者の方にも安心して利用い
ただける商品に仕上げた。

筍
夢
日
記

㈲
ス
リ
ー
ウ
ッ
ド
ひ
か
り

い
ず
み
ど
り
の

コ
ロ
コ
ロ
こ
ぶ
ま
き（
2
袋
入
）

㈱
西
尾

薩
摩
だ
し

㈲
三
州
キ
ュ
ー
・
エ
ル

菓子部門
奨励賞

加工食品部門
奨励賞
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会員さんクローズアップ

こ
れ
ま
で
の
50
年
に
感
謝
し
、
未
来
に
向
け
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を

　
皆
様
の
空
間
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。私
た
ち
は
内
装
の
専
門
会
社
で
す
。経

営
理
念
は
﹁
迅
速
丁
寧
に
﹂
。
か
ゆ
い
と
こ

ろ
に
手
が
届
く
存
在
で
あ
り
た
い
。
従
業

員
は
5
名
。
お
客
様
の
要
望
を
形
に
で
き

る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
フ
ク
オ
カ
美
装
は
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

創
業
者
は
妻
の
父
で
、
現
在
は
会
長
と
い

う
立
場
で
会
社
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。そ
の
あ
と
を
継
い
で
、２
０
１
７
年
に

私
が
社
長
に
な
り
ま
し
た
。

　
節
目
の
年
に
あ
た
っ
て
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
も
作
り
ま
し
た
。
創
業
者
の
苗

字﹁
安
部
﹂に
ち
な
ん
で
、熊︵
ベ
ア
︶で
す
。

デ
ザ
イ
ン
に
は
太
陽
の
イ
メ
ー
ジ
も
重
ね

て
い
ま
す
。熊
の
リ
ボ
ン
に
は
、会
社
ロ
ゴ

も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
と
き
に
は
﹁
親
が
家
を
建
て
た
と
き
に

お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
﹂
と
世
代
を
超
え

て
の
依
頼
も
あ
り
ま
す
。
先
達
た
ち
が
い

い
仕
事
を
し
て
き
た
お
か
げ
で
す
。ま
た
、

当
社
か
ら
独
立
さ
れ
た
職
人
さ
ん
も
多

く
、
会
社
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
く
れ
ま

す
。感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。あ
と
を
託
さ

れ
た
私
た
ち
も
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
。

　
私
が
入
社
し
た
の
は
２
０
１
２
年
で

す
。先
代
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
、こ

ち
ら
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
じ
つ

は
、私
の
実
家
が
旅
館
で
、以
前
は
夫
婦
と

も
ど
も
そ
ち
ら
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
旅

館
業
の
経
験
は
今
の
仕
事
に
も
活
き
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
内
装
の
提
案
で
も
役
立
ち

ま
す
し
、昔
の
つ
な
が
り
か
ら
旅
館
・
ホ
テ

ル
か
ら
の
受
注
も
あ
り
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
に
は
、総
務
・
経
理
を
担
当

す
る
妻
が
と
く
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。労
働
保
険
や
雇
用
保
険
、各
種
手
続
き

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
橋
渡
し
な

ど
、と
て
も
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
も
よ
く
利
用

し
て
い
ま
す
。
経
理
や
労
務
な
ど
実
務
的

な
講
座
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
か
ら
不
動
産
事
業
も
始
め

ま
し
た
。
内
装
仕
上
業
は
建
設
会
社
さ
ん

か
ら
の
受
注
が
中
心
で
す
。
昔
か
ら
の
ご

縁
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
。そ
の
こ
と
に
加
え
、自
分
か
ら
発
信
し

て
い
き
た
い
と
も
考
え
ま
し
た
。例
え
ば
、

建
物
を
仕
入
れ
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

商
品
価
値
を
付
加
し
て
販
売
す
る
と
い
っ

た
こ
と
も
手
掛
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
地
道
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
事
業
の
も
う
一
つ

の
柱
に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
一
般
の
お
客
様
や
店
舗
様
に
も

ど
ん
ど
ん
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
昨
年

末
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
私
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
増
え
、
事
業
の
拡
大
に
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
内
装
の
専
門
家
と
し
て
の
実
力
を
つ
け

る
こ
と
も
大
事
。
資
格
を
持
っ
た
ス
タ
ッ

フ
が
在
籍
し
、
妻
も
イ
ン
テ
リ
ア
デ
コ

レ
ー
タ
ー
や
ル
ー
ム
ス
タ
イ
リ
ス
ト
プ
ロ

と
い
っ
た
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。私
も
、

日
々
勉
強
で
す
。そ
し
て
、若
い
ス
タ
ッ
フ

も
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

50
年
の
歴
史
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、そ
こ
に
新
た
な
強
み
も
加
え
る
。フ

ク
オ
カ
美
装
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
提
案

で
、多
く
の
方
を
喜
ば
せ
た
い
！

創　　業
1970年4月
住　　所
鹿児島市田上台4-39-1
T E L
099-264-2985
H　　P
https://fukuoka-biso.com/

施工の一例。鍼灸院の開業をお手伝い。建築改修工事・
住設・内装仕上とすべての工事を手がけました

会員さん情報 【有限会社フクオカ美装（有限会社福岡美装）】

会員さん

クローズアップ
居心地の良い空間を作り続けて半世紀。長年培ってきた知恵と
技術に磨きをかけ、新たな可能性にも挑む。老舗の内装会社は、
次のステージへ向けて動き出しています。 かみむら  しゅうちろう

上村 秀智郎 さん（52）代表取締役

有限会社フクオカ美装

50
年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た

内
装
仕
上
の
プ
ロ
集
団

経
営
支
援
が
頼
り
に
な
る

研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
も
活
用

不
動
産
事
業
が
ス
タ
ー
ト

新
た
な
展
開
を
目
指
す
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TALK

中
長
期
的
な
目
標
を
打
ち
出
し
、
未
来
に
向
け
て
み
ん
な
で
情
熱
を
燃
や
す

QA

QA

鹿児島商工会議所青年部

会長 俣木 裕一さん

TALK
　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
（
鹿
児
島

Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
ど
の
よ
う
な
団
体
で
す
か
？

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
内
に
設
置
さ
れ
た

45
歳
以
下
の
青
年
経
済
人
に
よ
る
団
体
で

す
。
そ
の
活
動
は
、
会
員
の
交
流
と
研
鑽

を
通
し
て
企
業
の
発
展
と
豊
か
な
地
域
経

済
人
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
1
0
2
人
︵
２
０
２
０
年
３

月
時
点
︶
で
、
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所

の
企
業
人
か
ら
な
り
ま
す
。
会
員
の
多
く

が
経
営
者
や
後
継
者
で
す
が
、
私
の
よ
う

に
事
業
所
の
代
表
者
か
ら
推
薦
を
受
け
た

メ
ン
バ
ー
も
数
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
お
も
な
活
動
は
、
会
員
向
け
の
研
修
・

勉
強
会
の
実
施
、
他
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
組
織
と
の

交
流
、﹁
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
︵
鹿
児
島
祇
園

祭
︶
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

活
動
を
通
し
て
学
べ
る
こ
と
が
多
い
で
す

し
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
も
広
く
深
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
業
種
の

人
と
知
り
あ
え
る
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
面

で
も
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
度
の
会
長
に
就
任
。
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　
新
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
﹁
よ
ろ
こ
び

を
つ
な
ぐ
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

〜
つ
な
い
だ
情
熱
を
次

の
未
来
に
〜
﹂
と
し
ま
し
た
。
我
々
は
地

域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
役
割
を
担
い
、

先
達
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
歴
史
と
伝
統

を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い

く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
先
輩
方
が
築
き
上

げ
て
き
た
も
の
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
新

た
な
挑
戦
も
必
要
で
す
。
組
織
を
よ
り
強

固
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
中
長
期
的
で

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
２
０
２
５
年
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
誘
致
を
目
指
し
ま
す
。

２
０
０
０
人
以
上
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
ま
す
の
で
、
賑
わ
い
創
出
に
よ
る

地
域
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
、
組
織
と
し
て
の
体
制
の

強
化
や
資
金
計
画
の
検
討
な
ど
、
す
る
べ

き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。﹁
未
来
創

造
委
員
会
﹂
を
新
設
し
、
こ
こ
が
中
心
と

な
っ
て
大
会
誘
致
活
動
や
組
織
強
化
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
増
強
に
も

力
を
入
れ
、
会
員
数
を
１
３
０
人
ま
で
増

や
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
資
質
向
上
も
大
事
で

す
。
外
部
と
の
交
流
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
南
九

州
Ｙ
Ｅ
Ｇ
三
県
交
流
会
議
が
鹿
児
島
の
担

当
で
今
年
６
月
に
開
催
予
定
で
す
。
ち
ょ

う
ど
鶴
丸
城
御
楼
門
も
完
成
し
、
鹿
児
島

に
新
た
な
魅
力
が
加
わ
り
ま
す
。
会
議
の

場
で
鹿
児
島
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、
未

来
へ
の
門
を
開
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
お
け
る
県
外
で
の
集
ま

り
に
も
、
な
る
べ
く
多
く
の
メ
ン
バ
ー
で

参
加
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
の

中
で
組
織
も
人
も
力
を
付
け
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
誘
致
へ
向
け
て
一
丸
と

な
っ
て
挑
み
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
は
政
策
提
言
に
も
取
り

組
み
、
私
は
副
会
長
と
し
て
関
わ
り
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
雰
囲
気
が
と
て
も
良

い
。
会
員
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
︵
情
熱
︶
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
４
つ
の
委
員
会

で
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
６

つ
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
委
員
長
に
な
る

方
の
熱
い
思
い
が
あ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
組
織
と
な
る
よ
う
に
、

情
熱
を
燃
や
せ
る
場
と
な
る
よ
う
に
。
そ

し
て
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
私
は
力
を
尽
く
し
ま
す
！

またき ゆういち さん（42歳）

いちき串木野市生まれ

1996年  3月　城山観光株式会社 入社

2014年10月　城山観光株式会社 執行役員 就任

2017年  9月　城山観光株式会社 営業本部 副本部長

2019年  6月　城山観光株式会社 取締役 就任

2014年  　　　鹿児島商工会議所青年部 入会

2019年  4月　鹿児島商工会議所青年部 副会長

2020年  4月　鹿児島商工会議所青年部 会長
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新型コロナウイルスで経営に
影響を受けている事業者の方へ

　鹿児島商工会議所では、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、キャンセルや自粛による
様々な影響を受ける事業者の支援を行っております。お気軽にお問い合わせください。

新型コロナウイルスで経営に影響を受けている
事業者の方へ～主な支援策一覧～

新型コロナウイルスの影響を受け
資金繰りが悪化しているので運転
資金を借りたい

・今後の経営戦略、経営計画を作
成したい

・専門性の高い事業分野・技術の
アドバイスをうけたい

窓口で様々な分野の専門家に相談
したい
廃業ではなく、第3者へ事業を引
き継ぎたい

新型コロナウイルス対策マル経資金
[限度額]別枠1,000万円
[利率]1.21％（令和2年3月2日時点）より
当初3年間、▲0.9％引下げ

最近1か月の売上高が前年また
は前々年と比較して5％以上減
少している小規模事業者
※マル経資金を初めてご利用の
方は商工会議所経営指導員によ
る経営指導が必要等その他にも
要件がございます。

原則として最近1か月間の売上
高等が前年同月比で15％以上
減少しており、かつその後2か
月間を含む3か月間の売上高等
が前年同期比で15%以上減少
することが見込まれる中小企
業・組合

（鹿児島県）
新型コロナウイルス関連緊急経営対策資金
[限度額]4,000万円
[利　率]1.4～1.9%
[利子補助]0.2％(1年間に限る)そのうち500
万円以下の利用者は3か月に限り全額補助
[保証料率]0％（県が全額補助）

相談例 支援制度 利用いただける方
〇金融（融資）

相談例 支援制度 利用いただける方
〇経営戦略

新たな取り組みで販路拡大したい

設備投資を行い新商品・新サービ
ス開発や生産プロセス改善を図り
たい

ITツール（ソフトウェア等）を導
入して生産性向上を図りたい

相談例 支援制度 利用いただける方
〇経営力強化（補助金）

※その他にも新型コロナウイルスに対応した融資制度がございますのでお問い合わせください。

小規模事業者持続化補助金
[補助額]～50万円[補助率]2／3
ものづくり・商業・サービス経営力向上
支援補助金
[補助額]100～1,000万円
[補助率]中小1／2、小規模2／3

IT導入補助金
[補助額]30～450万円[補助率]1／2

小規模事業者

小規模事業者

中小企業・小規模事業者

中小企業・小規模事業者

中小企業・小規模事業者

エキスパートバンク（専門家派遣事業）

ミラサポ（支援情報・施策情報サイト）

ワンストップ専門相談会
（融資・税務・法律）

鹿児島県事業引継ぎ支援センター

中小企業・小規模事業者

中小企業・小規模事業者

売上低下に伴う資金繰りや、連鎖
倒産の回避など経営の安定に関す
る相談をしたい
経営内容が悪化しているので再生
計画策定支援や解決に向けた支援
を受けたい

借入金の返済負担軽減のため金融
機関が必要とする経営改善計画を
策定したい

相談例 支援制度（窓口） 利用いただける方
〇経営改善

経営安定特別相談室（鹿児島商工会議所）

鹿児島県再生支援協議会

鹿児島県経営改善支援センター
[支援内容]計画策定費用の2／3
（上限200万円）をセンターが負担

中小企業・小規模事業者

中小企業等

※小規模事業者とは・・・・製造業、建設業、運輸業等・・・従業員20人以下、
　　　　　　　　　　　　　卸売業、小売業、サービス業・・・従業員5人以下

【お問い合わせ先】鹿児島商工会議所　中小企業支援センター
　　　　　　　　　経営支援一課　TEL 225－9533　　経営支援二課　TEL 225－9534
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小規模事業者持続化補助金のご案内

『小規模事業者持続化補助金』とは・・・
小規模事業者（注１）が、商工会・商工会議所の助言を受けて経営計画を作成し、
その計画に沿った販路開拓の取り組みを行う場合、費用の一部を補助するものです。

なお、今回より公募開始後、通年で受付を行い、受付回ごとに審査・採択を行います。
令和2 年度中の応募受付締切スケジュールは以下の通りです。　

　申請に際しては、書類を確認する作業（事業支援計画書の作成・発行）が必要となりますの

で、それぞれの申込締切日まで余裕を持った日程【概ね10日前後】で、応募に必要な書類ととも

に、当商工会議所までご提出ください。

　ほかにも、各種補助金や助成金の申請における相談や計画書作成の支援などを行っております

ので、補助金・助成金の活用をお考えの方は、お気軽にご相談ください。

　○お問い合わせ先：鹿児島商工会議所　企業支援部　TEL　099（225）9534

～補助対象経費（販路開拓に要するもの）の例～

・機械装置等の購入費　・専門家への謝金　・チラシ作成や配布等の広報費

・展示会等への旅費　　・ネット販売システム構築費　　・店舗の改装費　など

補助率と補助金額（上限）

注１…常時使用する従業員の数が、商業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）は5名以下、それ以外の事業で20名
以下の事業所を指します。

第1回 ： 2020年   3月31日（火）

第2回 ： 2020年   6月   5日（金）

第3回 ： 2021年10月   2日（金）

第4回 ： 2021年   2月   5日（金）

終了しました

※すべて締切日当日消印有効

補助対象経費の3分の2以内補助率

補助上限額

・50万円
    例）補助対象経費が75万円の場合、その3分の2の50万円が補助される。
・「認定市区町村による特定創業支援等事業の支援」を受けた小規模事業者
　 については、補助上限額が100万円

令和元年度　補正予算
『小規模事業者持続化補助金』

～鹿児島商工会議所が申請をお手伝いしています～

　TEL　099（225）9533
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フォトニュース

多
く
の
視
点
か
ら
経
営
を
学
ぶ

か
ご
し
ま
商
人
塾

　
２
月
５
日
か
ら
３
月
６
日
に
か
け
て
、
企
業

の
経
営
者
や
役
員
・
後
継
者
な
ど
を
対
象
に
、

か
ご
し
ま
商
人
塾
を
開
催
し
た
。　

　
38
名
の
受
講
者
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情

報
戦
略
や
販
売
促
進
、
人
材
採
用
な
ど
経
営
に

関
す
る
全
７
回
の
講
座
を
受
講
し
た
。最
終
回

で
は
、
シ
オ
ン
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

の
新
屋
敷
辰
美
氏
よ
り

”事
業
計
画
策
定
の

ポ
イ
ン
ト
“
と
題
し
て
、
新
た
な
課
題
抽
出
と

販
路
拡
大
の
た
め
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　
受
講
者
か
ら
は
、﹁
経
営
に
つ
い
て
様
々
な

視
点
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
﹂﹁
課
題
の
改

善
方
法
が
わ
か
っ
た
﹂な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

2
5

3
6

!"#$ % %% % % %&'()

顧
客
に
感
動
を
与
え
る

„
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ“
を
目
指
す

ベ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　
３
月
３
日
、
㈱
ス
マ
イ
ル
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
代

表
取
締
役
の
清
水
群
氏
を
講
師
に
迎
え
﹁
ベ
ス

ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し
た
。セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
定
義
す
る

”サ
ー

ビ
ス
“
と

”ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
“
の
違
い
を
理

解
し
、
顧
客
に
対
し
て
は

”ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

＝
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
行
う
“
を
提
供

し
続
け
る
事
が
重
要
で
あ
る
。一
流
の
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
と
は
お
客
様
全
体
の
２
％
だ
け
が

気
付
き
感
動
す
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
事
を

指
し
、
そ
の
２
％
が
フ
ァ
ン
と
な
り
、
感
動
が

共
有
さ
れ
る
事
で
顧
客
が
広
が
っ
て
い
く
、
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
38
名
か
ら
は
、﹁
自
社
の
サ
ー
ビ
ス

改
善
策
に
役
立
て
た
い
﹂﹁
一
流
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
を
目
指
し
て
自
社
で
で
き
る
事
を
考

え
た
い
﹂な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

3
3
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フォトニュース

時
代
を
先
読
み
し
た
戦
略
で

売
上
を
伸
ば
す

販
売
促
進
セ
ミ
ナ
ー

　
３
月
６
日
、
㈲
い
ろ
は
代
表
取
締
役
の
竹
内

謙
礼
氏
を
講
師
に
迎
え
﹁
販
売
促
進
セ
ミ

ナ
ー
﹂を
開
催
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
大
企
業

が
ネ
ッ
ト
系
販
促
に
多
額
な
費
用
を
か
け
る

中
で
、
小
さ
い
店
舗
は
ア
ナ
ロ
グ
販
促
︵
紙
媒

体
、
看
板
等
︶を
メ
イ
ン
と
し
、
そ
こ
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
ブ
ロ
グ
を
組
み
合
わ
せ
、
お
客
様
と
の
接
触

頻
度
を
上
げ
る
事
が
購
入
へ
と
つ
な
げ
る
近

道
と
な
る
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
還
元
策
の
終
了
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
開
始
な
ど
大

き
な
動
き
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
先
読
み
し
戦
略

を
練
る
事
で
売
上
を
伸
ば
し
て
い
く
事
が
可

能
で
あ
る
、と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
28
名
か
ら
は
、﹁
自
社
の
販
促
に
不

足
し
て
い
た
考
え
が
分
か
っ
た
﹂﹁
世
間
の
傾

向
を
考
慮
し
、
先
手
の
対
策
を
行
っ
て
い
き
た

い
﹂な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

3
6

良
い
会
社
に
す
る
た
め
に
は

良
い
仕
組
み
を
つ
く
る

組
織
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

　
３
月
９
日
、
オ
フ
ィ
ス
Ｒ
ａ
ｎ
代
表
の
福
本

衣
季
子
氏
を
講
師
に
迎
え
﹁
組
織
力
強
化
セ
ミ

ナ
ー
﹂を
開
催
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
真
心
や

温
か
さ
を
も
っ
て
接
客
す
る
事
が
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
つ
く
り
、
そ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
さ
ら
に

信
頼
を
お
け
る
人
を
連
れ
て
き
て
く
れ
る
…

こ
の
繰
り
返
し
が
無
限
リ
ピ
ー
ト
を
生
み
出

す
事
に
つ
な
が
る
。ま
た
、
そ
の
よ
う
な
お
店

︵
企
業
︶を
つ
く
る
た
め
に
は
、
組
織
力
・
仕
事

力
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。上
司
は
部
下
に
率
先
し
て
声
を

か
け
る
事
、
部
下
は
向
上
心
・
工
夫
す
る
力
を

養
う
事
等
が
必
要
で
あ
る
、と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
41
名
か
ら
は
、﹁
自
身
の
仕
事
と
重

な
る
事
例
が
多
く
背
中
を
押
さ
れ
た
﹂﹁
接
客

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た
の
で
勉
強
に
な
っ
た
﹂

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

3
9
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熊
本
の
ま
ち
づ
く
り
と

先
進
企
業
の
取
組
み
を
学
ぶ

〈
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
視
察
研
修
会
〉

■
日
時
　
2
月
6
日
〜
2
月
7
日

■
場
所
　
熊
本
県

■
概
要

　
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
は
、

熊
本
県
熊
本
市
及
び
合
志
市
に
て
視
察
研

修
会
を
実
施
し
た
。今
回
の
視
察
の
目
的

は
、
桜
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ

り
、
九
州
最
大
規
模
の
賑
わ
い
交
流
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
た
熊
本
城
ホ
ー
ル
及
び

商
業
施
設
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　

Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
を
視
察
し
、
県
の
中

核
都
市
と
し
て
域
外
か
ら
集
客
す
る
た
め

の
熊
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
、
ま
た
、
工
場
等
の
生
産
性
向

上
・
省
力
化
に
向
け
た
機
械
を
設
計
・
製

造
し
て
い
る
企
業
や
、
独
自
技
術
の
開
発

に
意
欲
的
な
企
業
を
視
察
し
、
委
員
企
業

の
業
務
改
善
の
参
考
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　
桜
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の
総
事

業
費
は
７
７
７
億
円
で
、
国
・
市
か
ら
の

補
助
を
１
２
６
億
円
ほ
ど
受
け
て
い
る
。

熊
本
城
ホ
ー
ル
は
、
合
計
約
３
万
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
、
会
議
室

フ
ロ
ア
、
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
展
示
ホ
ー
ル

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。最
大
の
特
徴
は
、
そ

の
利
便
性
の
高
さ
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、

１
階
展
示
ホ
ー
ル
は
、
ホ
ー
ル
内
へ
11
ｔ

の
車
両
が
直
接
乗
り
入
れ
可
能
で
あ
り
、

展
示
物
の
運
び
込
み
に
便
利
で
あ
る
。ま

た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
や
ホ
ワ
イ
エ

の
幅
が
広
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
開
催
時

に
、
来
場
者
を
屋
外
で
待
た
せ
る
こ
と
な

く
収
容
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
確
保

し
て
い
る
。シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
、
観
覧
席

を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
由
な
レ
イ

ア
ウ
ト
に
対
応
可
能
で
あ
る
。こ
の
ほ
か
、

大
小
19
室
の
会
議
室
を
備
え
て
お
り
、
学

会
な
ど
の
開
催
も
し
や
す
い
。さ
ら
に
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
良
い
点
も

魅
力
で
あ
る
。

　
企
業
視
察
は
、
野
菜
包
装
機
メ
ー
カ
ー

の
㈱
ケ
イ
・
エ
ス
・
ア
ー
ル
や
、
表
面
処

理
技
術
の
㈱
オ
ジ
ッ
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
、
機
械
・
設
備
・
ラ
イ
ン
設
計
の
㈱
熊

本
ア
イ
デ
ィ
ー
エ
ム
の
３
社
を
訪
問
し

た
。各
社
の
経
営
者
か
ら
、
事
業
内
容
や
、

企
業
デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
・
分
析
・
報

告
し
て
経
営
判
断
に
活
用
す
る
取
組
み
、

従
業
員
の
自
主
性
を
活
か
し
て
工
場
改
善

や
新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
行
う
取
組
み

等
に
つ
い
て
、
製
品
や
製
造
ラ
イ
ン
を
見

な
が
ら
話
を
聞
い
た
。

　
ま
た
、
㈱
オ
ジ
ッ
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

の
金
森
社
長
は
熊
本
県
工
業
連
合
会
の
会

長
を
務
め
て
お
り
、
県
内
企
業
が
連
携
し

て
県
外
の
受
注
を
得
る
生
産
連
携
や
、
必

要
な
補
助
金
を
行
政
に
訴
え
る
要
望
活

動
、
人
材
確
保
・
育
成
の
取
組
み
等
に
つ

い
て
も
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

企業視察の様子（㈱オジックテクノロジーズ） 熊本城ホール視察
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デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
掛
け
算
で

上
質
な
ロ
ー
カ
ル
の
発
信
を

〈
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
2
月
20
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
講
師

　
㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行
　
南
九
州
支
店

　
　
　
　
　
　
支
店
長
　
新
崎
　
恭
史
　
氏

■
演
題

　
転
勤
族
の
鹿
児
島
考

　
〜
地
域
経
済
と
人
財
育
成
〜

■
概
要

　
日
本
の
総
人
口
は
、
２
０
４
８
年
に
は

１
億
人
を
切
る
見
込
み
で
、
鹿
児
島
で
は

特
に
若
年
層
の
大
都
市
へ
の
流
出
が
減
少

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。そ
の
な
か
で
鹿

児
島
が
豊
か
な
地
域
で
あ
り
続
け
る
に
は

﹁
若
者
が
地
域
内
に
定
住
し
、
家
族
を
も

ち
、
子
供
を
産
み
育
て
る
﹂サ
イ
ク
ル
が
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
を
維
持
で
き
る
だ
け
の

所
得
と
雇
用
の
場
を
生
み
出
す
た
め
に

は
、
地
域
自
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
さ

ら
に
磨
き
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　﹁
鹿
児
島
県
産
業
連
関
表
の
概
要
﹂
か
ら

鹿
児
島
県
の
県
際
収
支
状
況
を
見
る
と
、

移
輸
出
︵
県
産
品
等
の
県
外
・
海
外
へ
の

販
売
額
及
び
県
外
・
海
外
の
入
込
客
の
観

光
消
費
額
等
︶
よ
り
、
移
輸
入
︵
県
外
・
海

外
か
ら
の
製
品
・
商
品
等
の
購
入
額
︶
が

大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。移
輸
出
を
増
や

し
て
県
外
か
ら
外
貨
を
稼
ぐ
、
県
産
品
活

用
で
移
輸
入
を
減
ら
す
こ
と
で
県
民
所
得

が
増
加
す
る
。例
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
振
興
に
よ
る
外
貨
獲
得
、
６
次
産
業
化
、

地
産
地
消
等
の
取
組
み
が
典
型
例
。

　
各
産
業
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
結
び
つ
く

こ
と
に
よ
り
、
産
業
構
造
に
革
命
的
な
変

化
が
起
こ
り
、
高
度
化
し
て
い
る
。コ
ン
ビ

ニ
が
銀
行
業
へ
進
出
し
た
例
も
あ
る
よ
う

に
、
既
成
の
概
念
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

変
容
し
産
業
分
野
の
垣
根
が
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
。生
産
性
・
技
術
革
新
は
経
済
成

長
の
要
素
の
一
つ
を
成
す
が
、
大
都
市
の

真
似
を
す
る
必
要
は
な
く
、
地
域
独
自
の

工
夫
や
独
自
性
が
あ
っ
て
よ
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
は
単
な
る
道
具
に
過
ぎ
ず
肝

心
な
の
は
そ
れ
に
載
せ
る
中
身
。効
率
化

や
省
力
化
が
強
調
さ
れ
る
昨
今
、
直
接
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
人
的
つ
な
が

り
、
ひ
ら
め
き
や
直
感
、
素
材
そ
の
も
の
の

良
さ
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
で
は
排
除
さ
れ
が

ち
な
﹁
あ
そ
び
﹂
や
不
完
全
性
に
こ
そ
差
別

化
の
ヒ
ン
ト
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
と
感

じ
る
。デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
掛
け
算

で
、
上
質
な
ロ
ー
カ
ル
を
鹿
児
島
か
ら
発

信
す
る
こ
と
が
人
口
減
少
下
で
の
一
つ
の

道
筋
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。商
工
会
議
所

は
そ
の
よ
う
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
・
人
財
づ

く
り
の
面
で
も
地
域
の
重
要
基
盤
。金
融

の
立
場
か
ら
も
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思

う
。

沖
永
良
部
島
の
地
元
企
業
を
視
察

〈
商
業
部
会
視
察
研
修
会
〉

■
日
時
　
2
月
21
日
〜
2
月
22
日

■
場
所
　
鹿
児
島
県
沖
永
良
部
島

■
概
要

　
商
業
部
会
は
、
委
員
等
11
名
で
鹿
児
島

県
沖
永
良
部
島
を
視
察
し
た
。

○
㈱
南
国
き
の
こ
苑

　
平
成
21
年
に
設
立
さ
れ
た
同
社
で
は
、

沖
永
良
部
島
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
古
木
に
自

生
す
る
き
く
ら
げ
の
菌
種
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
菌
種
を
培
養
し
て
い
る
。ま
た
、
菌
床

に
は
沖
永
良
部
島
の
基
幹
作
物
で
あ
る

﹁
さ
と
う
き
び
﹂
の
搾
り
か
す
︵
バ
ガ
ス
︶
を

有
効
利
用
し
て
お
り
、
菌
床
は
30
〜
40
日

程
度
寝
か
せ
た
の
ち
、
サ
ン
ゴ
の
石
垣
に

囲
わ
れ
た
ハ
ウ
ス
へ
移
す
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
。こ
の
ハ
ウ
ス
内
は
半
自
然
状
態
で

風
・
湿
気
・
温
度
が
常
時
入
れ
替
わ
る
環

境
と
な
っ
て
い
る
。今
回
は
、
菌
床
の
栽

培
、
加
工
、
包
装
ま
で
の
一
連
の
工
程
を
見

学
し
た
。

○（
一
社
）
鹿
児
島
県
産
珈
琲
生
産
研
究
所

コ
ー
ヒ
ー
農
園

　
平
成
20
年
︵
２
０
０
８
年
︶
よ
り
始
め
た

コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
は
、
現
在
ま
で
の
変
遷
、

コ
ー
ヒ
ー
の
木
の
栽
培
方
法
、
コ
ー
ヒ
ー

豆
の
収
穫
方
法
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
る
対
策
や
日
当
た
り
な
ど
植
え
る
場

所
に
よ
っ
て
収
穫
量
な
ど
に
差
が
あ
る
こ

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。ま
た
、
１
月
29
日
に

記
者
会
見
を
行
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
実
を
丸

ご
と
焙
煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー
﹁
果
実
の
極
﹂
の

紹
介
も
あ
り
、
参
加
者
は
実
際
に
試
飲
し

フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
味
や
香
り
を
体
験
し
た
。
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○
沖
永
良
部
酒
造
㈱

　
当
社
は
昭
和
44
年
に
創
業
し
た
酒
類
共

同
瓶
詰
販
売
会
社
で
あ
る
。

　
昭
和
28
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
沖
永
良
部

島
が
返
還
さ
れ
た
と
き
、
奄
美
群
島
で
主

要
農
作
物
で
あ
っ
た
﹁
さ
と
う
き
び
﹂
か
ら

で
き
る
黒
糖
で
焼
酎
を
作
り
こ
ん
だ
実
績

が
評
価
さ
れ
、
酒
税
法
で
黒
糖
を
原
料
に

し
た
酒
類
販
売
は
奄
美
群
島
の
み
認
め
ら

れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。工
場
内

で
は
沖
永
良
部
島
内
の
４
ヶ
所
の
蔵
元
で

製
造
さ
れ
た
原
酒
を
瓶
詰
す
る
様
子
や
包

装
・
出
荷
の
工
程
を
見
学
し
た
。

○
南
栄
糖
業
㈱

　
同
社
は
昭
和
37
年
に
設
立
さ
れ
、
設
立

当
時
の
工
場
が
現
在
も
稼
働
し
て
お
り
、

﹁
さ
と
う
き
び
﹂
よ
り
砂
糖
の
製
造
を
行
っ

て
い
る
。１
０
０
㎏
の
﹁
さ
と
う
き
び
﹂
か

ら
約
12
㎏
の
砂
糖
が
製
造
さ
れ
、
圧
搾
に

よ
っ
て
出
た
搾
り
か
す
︵
バ
ガ
ス
︶
は
自
社

の
電
力
を
賄
う
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料

や
上
記
の
き
く
ら
げ
の
菌
床
な
ど
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、
工
場
内
部
は
蒸
気
に

よ
り
炊
き
上
げ
て
砂
糖
の
結
晶
を
作
っ
て

い
る
た
め
室
内
が
高
温
と
な
っ
て
お
り
、

作
業
員
の
体
調
管
理
の
た
め
の
特
殊
な
空

調
設
備
や
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
た
。

鹿児島商工会議所ビル1F

※下記のような利用特典がございます。

◆貸室使用料（平日使用料金・税抜） （単位：円）

貸　室

アイムホール（1/1）
　　〃　　　（1/2）
　　〃　　　（1/4）
第1 会議室
第2 会議室
第3 会議室

面積
（㎡）

274
137
68
46
37
33

人員
（人）

180
81
36
30
24
18

A

9：00～
　12：00

45,000
28,000
20,500
18,500
14,000
13,500

B

9：00～
　17：00

95,000
59,500
40,500
38,500
29,000
28,000

C

13：00～
　17：00

56,000
34,500
23,000
20,500
15,500
14,500

D

17：30～
　21：30

60,500
37,500
27,000
24,000
19,500
17,500

Ķɺɼy ķɉૹ૥๿஬৙ࡼޏஒʫ˃Ȧఱɂ௶ၡȦ਄ȧৄȠʫ˃ɅɄɥȭɂɬࡄȽɀĂĶ୸ڋȞɉ૵জ௘ގȥɣ઻ɘɥķȭɂɅශ࠽

ȱĂܑ াɈĶJ’nķĪૐɉīɂჩშȱȹɜɈɁȳăJɅɉɼ̀ ʭʁ́ Ĝʏʿ Ằɼ̀ ʞ˂ ʐɿ̀ ʠĂnɅɉ ʠ́˅ ʵ˂ ʑĪෂఘණīĂ̫ĜʠĪ୸ޏ

ȞīɄɃɈڷჍȦਮɛɣɦɀȞɘȳă
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経営相談ガイド

○
お
問
い
合
わ
せ

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所 

企
業
支
援
課 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
２
２

○
借
り
入
れ
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　︵
独
︶中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
０︵
５
５
４
１
︶７
１
７
１

　
倒
産
防
止
共
済
は
、
取
引
先
の
倒
産
と

い
う
不
測
の
事
態
に
直
面
し
た
中
小
企
業

に
、
国
の
機
関
が
迅
速
に
資
金
を
貸
し
出

す
こ
と
で
連
鎖
倒
産
を
防
ぐ
制
度
で
す
。

取
引
先
の
倒
産
と
は
・
・
・

　
取
引
停
止
処
分
、
私
的
整
理
、
破
産
手
続

開
始
の
申
立
な
ど
を
い
い
、
災
害
に
よ
る

不
渡
り
、
特
定
非
常
災
害
に
よ
る
支
払
不

能
も
含
み
ま
す︵
夜
逃
げ
は
対
象
外
︶。

特
長
は
？

１
．貸
付
上
限
は
最
高
8
千
万
円

　﹁
回
収
困
難
と
な
っ
た
売
掛
金
債
権

等
の
額
﹂
と
﹁
掛
金
総
額
の
10
倍
に
相
当

す
る
額
︵
最
高
８
千
万
円
︶﹂
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
の
範
囲
内
と
な
り
ま
す
。

2
．貸
付
条
件
は
無
担
保
・
無
保
証
人

　
共
済
金
の
貸
し
付
け
は
﹁
無
担
保
・

無
保
証
人
﹂﹁
無
利
子
﹂。た
だ
し
、
共
済

金
の
貸
し
付
け
を
受
け
る
と
貸
付
額
の

10
分
の
１
に
相
当
す
る
額
が
積
み
立
て

た
掛
金
総
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

3
．掛
金
は
税
法
上
損
金
（
法
人
）
ま
た

　  

は
必
要
経
費（
個
人
事
業
）に

取
引
先
の
倒
産
に
万
全
の
備
え
を
…

「
倒
産
防
止
共
済
」

現
役
時
代
に
将
来
の
資
金
を
備
え
る
と
し
た
ら
…

「
小
規
模
企
業
共
済
」

　
掛
金
月
額
は
、
５
千
円
か
ら
20
万
円

ま
で
５
千
円
単
位
で
自
由
に
選
べ
、
加

入
後
に
５
千
円
単
位
で
変
更
で
き
ま
す
。

掛
金
の
上
限
額
は
？

　
総
額
８
０
０
万
円
ま
で
積
み
立
て
ら

れ
、
総
額
が
掛
金
月
額
の
40
倍
に
達
し
た

後
は
掛
け
止
め
も
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
企
業
が
加
入
で
き
る
の
？

　
１
年
以
上
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
資
本

金
額
ま
た
は
従
業
員
数
が
、
図
１
の
い
ず

れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
企
業
。

　
小
規
模
企
業
共
済
は
、
全
国
で
約
１
４

３
万
人
が
加
入
す
る
安
心
・
確
実
な
共

済
制
度
で
す
。小
規
模
事
業
者
が
、
引
退

後
に
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に
、

資
金
を
準
備
し
て
お
く
「
小
規
模
事
業
者

の
た
め
の
退
職
金
」と
い
え
ま
す
。

加
入
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
掛
金
は
全
額
が
﹁
小
規
模
企
業
共
済
等

掛
金
控
除
﹂
と
し
て
課
税
対
象
所
得
か
ら

控
除
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
方
が
加
入
で
き
る
の
？

　
小
規
模
企
業
※
の
①
個
人
事
業
主
・
②

共
同
経
営
者
︵
個
人
事
業
主
１
人
に
つ
き

２
人
ま
で
︶
ま
た
は
③
会
社
の
役
員
︵
代

表
者
以
外
の
会
社
役
員
で
も
可
能
︶。

※
小
規
模
企
業
と
は
、
常
時
使
用
す
る
従

業
員
数
が
次
を
満
た
す
企
業
を
指
し

ま
す
。

　
・
製
造
、建
設
、運
輸
業
、他
業
種︵
宿
泊

業
、娯
楽
業
を
含
む
︶

：

20
人
以
下

　
・
卸
売
、
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
業

：

５
人

以
下

掛
金
は
？

　
月
額
１
千
円
か
ら
７
万
円
ま
で
５
百

円
単
位
で
選
べ
、
半
年
、
年
払
い
も
で
き

ま
す
。加
入
後
に
５
百
円
単
位
で
変
更
で

き
ま
す
。

ど
ん
な
時
に
共
済
金
を
受
け
取
れ
る

の
？

　
加
入
後
６
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
、
次
の

事
由
が
生
じ
た
場
合
、
事
由
に
応
じ
て
共

済
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

・
個
人
事
業
の
廃
業
、
個
人
事
業
主
の
死

亡
・
個
人
事
業
主
の
廃
業
に
伴
う
共
同
経
営

者
の
退
任︵
死
亡
も
含
む
︶

・
会
社
等
の
解
散

・
疾
病
・
負
傷
に
よ
る
役
員
の
退
任

・
65
歳
以
上
で
15
年
以
上
掛
金
を
払
っ
て

い
る
共
済
契
約
者
が
請
求
し
た
と
き

︵
老
齢
給
付
︶  

な
ど

共
済
金
等
の
受
け
取
り
方
は
？

１
．税
法
上
の
退
職
所
得
扱
い
と
し
て
一

括
で
受
け
取
る

２
．税
法
上
の
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱

い
と
し
て
分
割
で
受
け
取
る

事
業
資
金
の
借
り
入
れ
は
で
き
る
の
？

　
納
付
し
た
掛
金
の
範
囲
内
で
、
事
業
資

金
等
の
借
り
入
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す︵
担
保
・
保
証
人
不
要
︶。

一
時
的
な
借
り
入
れ
は
で
き
る
の
？

　
納
付
し
た
掛
金
の
範
囲
内
で
事
業
資

金
等
の
借
り
入
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す︵
担
保
・
保
証
人
不
要
︶。

3億円以下

1億円以下

5千万円以下

5千万円以下

3億円以下

3億円以下

5千万円以下

300人以下

100人以下

50人以下

100人以下

900人以下

300人以下

200人以下

従業員数資本金額

製造業、建設業、
運送業、その他

ソフトウエア業、
情報処理サービス業

卸売業

小売業

サービス業

ゴム製品製造業

旅館業

業　種

図１　加入対象

経
営
相
談
ガ
イ
ド
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快進撃企業に学べ

1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸
術大学教授。法政大学大学院政策創造研究科(地
域づくり大学院)教授、 同静岡サテライトキャン
パス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所など
の審議会・委員会の委員を多数兼務している。著
書に『日本でいちばん大切にしたい会社』(あさ出
版)、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』(かんき
出版)など。

会
長
　
坂
本 

光
司

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

　
新
幹
線
徳
山
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
に

乗
り
換
え
、８
分
ほ
ど
で
下
松
︵
く
だ
ま
つ
︶

と
い
う
駅
に
着
く
。
そ
こ
か
ら
車
で
約
８

分
走
る
と
現
れ
る
海
岸
沿
い
の
工
業
団
地

の
一
角
に
、
株
式
会
社
山
下
工
業
所
と
い

う
中
小
企
業
が
あ
る
。

　
同
社
の
主
事
業
は
、
金
属
部
品
の
板
金

加
工
で
、
社
員
数
は
40
人
で
あ
る
。
金
属

の
板
材
を
切
っ
た
り
、
曲
げ
た
り
、
溶
接

し
た
り
す
る
金
属
板
金
業
か
と
思
わ
れ
そ

う
だ
が
、
同
社
の
実
態
は
、
全
国
各
地
に

あ
る
こ
う
し
た
企
業
と
は
全
く
違
う
。
極

端
に
言
え
ば
、
同
社
は
日
本
に
１
社
し
か

な
い
高
度
な
匠
の
技
を
持
っ
た
板
金
加
工

業
者
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
具
体
的
に
同
社
が
製
造

し
て
い
る
製
品
を
挙
げ
れ
ば
、
多
く
の
人

が
納
得
す
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
新

幹
線
に
関
す
る
代
表
的
製
品
で
新
幹
線
の

先
頭
部
分
、
業
界
用
語
で
﹁
お
で
こ
﹂
と

呼
ば
れ
る
流
線
形
の
部
位
で
あ
る
。
製
造

は
、
全
て
﹁
打
ち
出
し
板
金
﹂
と
呼
ば
れ

る
匠
の
技
を
駆
使
し
て
行
わ
れ
、
職
人
が

手
作
業
で
あ
の
形
状
を
つ
く
り
上
げ
て
い

る
。
私
た
ち
が
日
常
的
に
見
て
い
る
、
あ

の
特
殊
な
形
状
の
﹁
お
で
こ
﹂
は
、
か
な

り
の
数
が
片
田
舎
の
社
員
数
わ
ず
か
40
人

ほ
ど
の
中
小
企
業
で
製
造
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
同
社
の
創
業
は
東
海
道
新
幹
線
開
業
前

年
の
１
９
６
３
年
。
現
社
長
の
山
下
竜
登

氏
の
父
が
、
結
婚
を
機
に
、
そ
れ
ま
で
職

人
と
し
て
出
入
り
し
て
い
た
日
立
製
作
所

の
鉄
道
車
両
工
場
か
ら
独
立
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。よ
ほ
ど
高
度
な
加
工
技
術
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
、
独
立
創
業
の
際
に
は
、
日

立
製
作
所
か
ら
全
面
的
な
支
援
を
受
け
て

い
る
。

　
以
来
、
日
立
製
作
所
と
協
力
・
共
同
し

て
各
種
車
両
の
一
部
を
製
造
し
て
い
る
が
、

新
幹
線
に
限
っ
て
み
る
と
、
こ
の
57
年
間

に
製
造
し
た
﹁
お
で
こ
﹂
は
18
種
、
約
４

２
０
両
に
上
る
と
い
う
。

　
先
日
、
機
会
が
あ
っ
て
、
同
社
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
同
社
の
熟
練
職

人
が
求
人
用
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
手
づ
く
り
し

た
ア
ル
ミ
合
金
製
の
バ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ

ロ
な
ど
の
作
品
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
、匠
の
技
と

”楽
し
い
“
が
一
体
と
な
っ

た
工
場
で
あ
っ
た
。

　
２
代
目
の
山
下
社
長
に
、
多
く
の
も
の

づ
く
り
中
小
企
業
が
悩
ん
で
い
る
人
材
の

確
保
や
定
着
に
つ
い
て
質
問
も
し
た
。
現

在
い
る
40
人
の
社
員
の
年
齢
は
、
70
代
が

４
人
、
60
代
が
６
人
、
50
代
が
６
人
、
40

代
が
９
人
、
30
代
が
５
人
、
20
代
が
７
人
、

そ
し
て
10
代
が
３
人
で
、
実
に
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
る
。
社
長
は
、
ア
ル
ミ
弦
楽

器
な
ど
の
作
品
づ
く
り
を
通
し
て
﹁
打
ち

出
し
板
金
﹂
の
技
の
知
名
度
が
上
が
っ
た

こ
と
で
、
職
人
志
望
の
若
者
を
ど
う
に
か

集
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
答
え
て

く
れ
た
。

　
ち
な
み
に
、
下
松
市
は
全
国
的
に
も
珍

し
い
﹁
鉄
道
車
両
生
産
の
ま
ち
﹂
と
し
て

勢
い
づ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
山
口
県

で
唯
一
の
人
口
増
加
都
市
で
あ
る
。

匠
の
技
を
駆
使
し
て
地
方
で
頑
張
る『
株
式
会
社
山
下
工
業
所
』」

（さかもと・こうじ）
坂本 光司

PROFILE

快
進
撃
企
業
に

学
べ

New! Corolla
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①
管
理
職
育
成
の
費
用
や
労
力
を
軽
減
！

　
必
要
な
費
用
は
受
験
料
と
テ
キ
ス
ト

代
を
合
わ
せ
て
も
約
１
万
円
。テ
キ
ス

ト
は
１
冊
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、

普
段
は
人
材
育
成
に
手
が
回
ら
な
い
と

い
う
中
小
企
業
の
皆
様
も
、
費
用
と
時

間
の
負
担
を
軽
く
で
き
ま
す
。

②
実
践
的
な
研
修
に
注
力
で
き
る
！

　
企
業
に
よ
っ
て
求
め
る
管
理
職
像
は

さ
ま
ざ
ま
。本
検
定
で
管
理
職
と
し
て

の
基
礎
知
識
を
習
得
す
れ
ば
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
現
場
で
必
要
な
ス
キ
ル
の

学
習
に
時
間
を
充
て
ら
れ
ま
す
。

③
知
識
の
習
得
度
を
測
定
で
き
る
！

　
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
も
効
果
的
で
す
が

理
解
度
を
数
値
化
す
る
の
が
困
難
。本
検

定
は
効
果
測
定
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

①
総
合
的
な
知
識
を
効
率
的
に
学
習
！

　
公
式
テ
キ
ス
ト
に
は
管
理
職
に
必
要

な
基
礎
知
識
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
の

で
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
に
は
最
適
な
教
材
で
す
。

②
管
理
職
の
不
安
や
戸
惑
い
を
軽
減
！

　
何
の
失
敗
や
戸
惑
い
も
な
く
チ
ー
ム

を
リ
ー
ド
で
き
る
人
な
ど
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
先
輩
の
背
中
か
ら

だ
け
で
は
学
び
き
れ
な
い
、
す
べ
て
の

管
理
職
の
土
台
と
な
る
知
識
を
習
得
で

き
ま
す
。

③
キ
ャ
リ
ア
開
拓
の
礎
に
な
る
！

　
本
検
定
に
合
格
す
る
こ
と
で
、
知
識

の
習
得
度
を
客
観
的
に
示
す
こ
と
が
で

き
、
昇
進
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
大
き

な
武
器
と
な
り
ま
す
。

受
験
者
の
メ
リ
ッ
ト

企
業
の
メ
リ
ッ
ト

　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
検
定
で
は
、
管
理

職
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
「
チ
ー
ム
と
し
て
成

果
を
出
す
こ
と
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た
す
た
め
に
必

要
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
総
合
知
識

を
、
本
検
定
で
体
系
的
に
学
習
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
企
業
の
要
と
も
言
え
る
管
理
職
育
成
に

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
検
定
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

受
験
の
メ
リ
ッ
ト

あ
い
お
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社

　
佐
藤 

大
助
さ
ん

　
管
理
職
に
対
す
る
当
社
の
人
財
育
成
体

系
は
、
社
内
昇
格
要
件
と
な
っ
て
い
る
試
験

の
合
格
や
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
い
う
一
定
の

学
習
の
仕
組
み
は
あ
る
も
の
の
、
本
質
的
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
や
土
台
を
総
合
的
・

体
系
的
に
学
ば
せ
る
機
会
に
は
乏
し
い
も

の
で
し
た
。

　
そ
ん
な
折
に
、
本
検
定
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
い
う
情
報
を
入
手
し
ま
し
た
。調
べ
る
と

今
の
時
代
の
管
理
職
に
必
要
な
知
識
、
今
さ

ら
人
に
聞
け
な
い
必
須
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基
礎
知
識
や
論
理
が
わ
か
り
易
く
整
理
・

網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、﹁
こ
れ

だ
っ
！
﹂と
思
い
ま
し
た
。

　
社
内
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
私
の
所
属
す

る
部
の
管
理
職
20
数
名
で
第
一
回
試
験
を

受
験
し
ま
し
た
。学
習
の
過
程
に
お
い
て
、

過
去
の
知
識
の
復
習
と
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
新
た
に
知
る
こ
と
も
多
く
、
当
社
が

本
検
定
を
採
用
す
る
こ
と
の
意
味
付
け
が

で
き
ま
し
た
。

　
自
身
の
体
験
か
ら
も
本
検
定
受
験
の
効

果
に
確
信
を
持
ち
、
第
二
回
試
験
で
は
全
国

の
営
業
部
門
の
管
理
職
約
3
5
0
名
に
受

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。受
験
者
か
ら
は
、

学
習
に
お
い
て
﹁
日
常
の
疑
問
が
解
消
さ
れ

た
﹂
な
ど
評
価
の
声
を
多
数
も
ら
っ
て
お

り
、効
果
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
学
習
対
象
と
な
る
階
層
を

一
段
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
拡
大
し
、
次
期
管

理
職
に
積
極
的
に
受
験
を
促
し
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
礎
を
習
得
さ
せ
た
上
で
、
管
理
職

に
登
用
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
推
進
し

て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

企
業
担
当
者
に
聞
き
ま
し
た
―
―
―

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
強
化
シ
ナ
リ
オ

◆
試
験
日
程
・
詳
細
に
つ
い
て
は
・
・
・

　
巻
末
に
同
封
さ
れ
る
﹃
検
定
ガ
イ
ド
﹄

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

チ
ー
ム
と
し
て
成
果
を
出
す
！

そ
の
た
め
に
必
要
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識
習
得
を
支
援
す
る
の
が
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
検
定
」で
す
。

学習項目 本柱

1

32

人と組織の
マネジメント

業務の
マネジメント

リスクの
マネジメント

マネジャー
の心構え

マネジャーのミッションは

チームとして成果を出すこと

✓
✓
✓
✓
✓
✓

マネジャーの役割と心構え

人と組織のマネジメント

業務のマネジメント

リスクのマネジメント

□ マネジャーが直面するビジネス環境
□ マネジャーの資質
□ マネジャーに求められる役割
□ マネジャーの心得

✓
✓
✓
✓

□ リスクマネジメントの基本的な考え方とプロセス
□ 職場におけるリスクマネジメント
①労働法規　②ハラスメント
③メンタルヘルス　④残業時間や休暇等

①経営戦略の基礎　②マーケティングの基礎
③イノベーション　④財務諸表を読み解く

～PDCAサイクルの基本的な考え方～

□ 取引におけるリスクマネジメント
□ クレーム対応についての注意点

✓
✓

✓
✓
□ 情報に関するリスクマネジメント
□ 内部統制の基礎知識　他
✓
✓

□ マネジャー自身のマネジメント
□ 部下のマネジメント
□ 人材の育成と人事考課
□ コミュニケーションの重要性
□ 上司や外部とのコミュニケーションと折衝
□ チームのマネジメントと企業組織論

✓

✓
✓

✓

□ 業務のマネジメントの基本

□ 業績目標の設定
□ 経営にかかわる基礎知識

□ 業務計画の作成と実施

【主な学習カリキュラム】
図2

図1

コミュニケーション、
人材育成、チームビル
ディングなど

事業管理、戦略立案、
マーケティング、
財務分析など

リスク管理、コンプライ
アンス、メンタルヘルス、

クレーム対応、
情報の取扱など

i n f o r m a t i o n
インフォメーション
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インフォメーション

事 業 所 名 事 業 内 容

Chiffon chiffon

㈱あおぞら

水堀運送

photo creation Gou

（同）絆工房ヤマサ

㈱ユーワ

菜香園

買取専門さつま蔵

川上建設㈱

花歩舗

㈱宮之城太陽

㈱映広

やきとり　樹

㈲南日本新聞郡元南販売所

可否三昧

㈱アンカーマンズ

すぐる土木㈲

㈲かねきち水産

㈲入來工業

スマイルハウス坂口工務店

エムテック

Bar33

（同）デルソル

アルフォンソ

㈱昊進産業

シフォンケーキ製造販売、絹・カシミア・
着物等の販売

経理事務の受託処理、事務合理化及び労務
コンサル、労働者派遣

コンクリート補修・補強工事、耐震補強工事、
削孔工

建設工事の共同施行、建設施工技能の改善・
向上のための研究開発、前各号に付随する
又は関連する一切の事業

新 入 会 員 紹 介

不動産（売買仲介）

運送業

写真撮影、ドローン教室

清掃請負業、建築業（内装業）

飲食業（中華料理店）

買取専門店、ネット販売

建設業

生花販売

売電事業、不動産業

飲食業（やきとり居酒屋）

新聞販売業

飲食業（喫茶）

土木工事（道路舗装等）

魚市場仲卸業

とび・土工

リフォーム業

水道工事業

バー

不動産賃貸業、太陽光事業

コーヒー豆販売業、飲食業

一般土木、解体工事、外構工事 

事 業 所 名 事 業 内 容

九州エナジー㈱

㈱ASPICE

ひふみよ㈱

お茶の月刊宮崎とらや

フリートレード㈱

㈲立山塗装

スタトバ㈱

MAKANA　hair

カフェ食堂RAN

アールアドバンス㈱

翼工建㈱

（公社）昭和会　今給黎総合病院

㈱Wiz　鹿児島支社

㈱学習センター

髙橋　文孝

島田法律事務所

オフィスen㈱

（一社）Glocal Academy

天ぷら　新橋

日本財務力支援協会有限責任事業組合

朝日生命保険（相）鹿児島営業所

赤﨑社会保険労務士事務所A-office

㈲中勝組

㈱MISIMA

(2020年3月常議員会承認）

人材紹介業（新卒・中途）、経営コンサルティング業、
外国人材採用・定着支援事業

電力小売

訪問マッサージ鍼灸、炭化器販売

障害福祉サービス

茶のギフト（県産品）外販

不動産賃貸業

建設塗装・防水

経営コンサルティング

美容業

飲食業

建設業

医療業

IOT・ICT事業、メディア運営、ライフライン

学習塾

構内作業請負（半導体の製造・検査）

施工管理、内装工事

弁護士業

人材育成、研修講師

教育、経営コンサルタント

飲食業（天ぷら）

財務コンサルタント、セミナー講師

生命保険業

社会保険労務士業、飲食業

鳶・土工工事業、土木工事業

一般土木、農業土木

トゥエンティファースト㈱
鹿児島事業所
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鹿児島県事業引継ぎ支援センター

鹿児島県事業引継ぎ支援センター

～事業承継のお悩みや疑問など、お気軽にご相談下さい～

お申込み・受付

まずは、お電話やメールなどでご連絡ください。

ご相談・アドバイス

当センターの窓口までお越しいただくか、専門相談員が事業所様へお伺いします。

相談員が、事業承継に向けた疑問点やお悩みについての相談をお受けするとともに、経営

状況の把握や具体的な課題を抽出し、親族内・従業員承継、第三者承継などの事業引継ぎ

に関わる様々なアドバイスをいたします。

事業引継ぎ支援

ご相談の内容に応じて事業承継計画書の策定についてサポートしたり、お客様が第三者

等へ事業引継ぎを希望される場合は、その内容に応じて、金融機関などへの橋渡しや

全国のセンターに登録されている売り・買い情報とのマッチング支援を行います。

1.

2.

3.

後継者を探し、しっかりと引継ぎを終えるには5年から10年かかるといわれています。
当センターは、後継者へのスムーズな承継のサポートとともに、後継者のいない皆様の後継
者探しをお手伝いする公的機関です。

ご 相 談 の 流 れ

後継者と一緒に経営全般を見直したい
事業継承計画について相談したい

子供（親族）へ計画的に
事業を継承したい！

親族内承継

事業の引受先を探してもらえないか？
交渉や契約の流れについて相談したい

他の企業に会社（事業）を譲りたい！

第三者承継

相手をどのように探せばよいか？
交渉や契約の流れについて相談したい

他の企業（事業）を譲り受けたい！

第三者承継

後継者と一緒に経営全般を見直したい
事業を引継ぐ手続きについて相談したい

従業員に後継者として
会社を任せたい！

役員・従業員承継

こんな相談が寄せられています

事業承継は多くの時間を必要とします。余裕を持って取り組むことが重要です。

鹿児島商工会議所（鹿児島県事業引継ぎ支援センター）
TEL：099-225-9534　FAX：099-227-1977
〒892‐8588　鹿児島市東千石町1‐38アイムビル13階（鹿児島商工会議所内）
https://shoukei.kagoshima.jp/   E-mail:k-hikitsugi@chic.ocn.ne.jp
＊公的機関であり、秘密は厳守、相談は無料です。

事業承継

中小企業・小規模事業者の皆様へ

経済産業省 九州経済産業局 委託事業



（わたなべ・かずひろ）
渡辺 和博
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トレンド通信

シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー
　
渡
辺 

和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
社
「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」

1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。
同年日本経済新聞社入社。全国各地のものづくり企
業、自治体、地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続
的に稼げるビジネスをつくることをテーマにした著
書『地方発ヒットを生む逆算発想のものづくり』があ
る。全国の商工会議所などで地域活性化や名産品開発
を支援する講演などを実施している。

PROFILE

　
２
月
の
５
〜
７
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
今
年
も
﹁
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春
２
０
２
０
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。ご
存
じ
の
よ
う
に
、
商

工
会
議
所
関
係
の
ブ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
出

展
す
る
大
掛
か
り
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。私

も
定
点
観
測
で
ず
っ
と
見
て
き
て
い
る
た

め
、
今
回
も
足
を
運
び
ま
し
た
。全
国
各
地

か
ら
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
し
い
商
品

や
新
た
に
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
地
域

ブ
ラ
ン
ド
に
沿
っ
た
商
品
な
ど
が
出
品
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
が
、

一
番
は
や
は
り
﹁
お
客
さ
ん
視
点
﹂﹁
バ
イ

ヤ
ー
視
点
﹂
を
押
さ
え
た
も
の
は
ま
だ
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。あ
と
は
﹁
こ
の
商

品
は
前
に
も
見
た
な
﹂と
い
う
も
の
が
、
以

前
と
同
じ
形
、
同
じ
売
り
方
で
い
く
つ
も

並
ん
で
い
た
の
に
驚
き
ま
し
た
。

　
商
談
会
や
展
示
会
は
、
一
度
出
て
ダ
メ

だ
っ
た
ら
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
幾
度
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。実
際
そ
れ
で
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
に
覚

え
て
も
ら
っ
て
商
機
を
得
た
例
は
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、
一
つ
大
事
な
条
件

が
あ
る
の
で
す
。そ
れ
は
﹁
同
じ
商
品
で
も

去
年
と
は
何
か
が
違
う
﹂
こ
と
で
す
。中
身

は
同
じ
で
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
や

量
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫
は
、
展
示
会
や

商
談
会
に
出
す
試
作
品
レ
ベ
ル
な
ら
さ
ほ

ど
難
し
く
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
は
ず

で
す
。

　
去
年
も
見
た
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
は
、前
回
の

展
示
会
を
通
じ
て
自
分
が
話
し
た
ア
ド
バ

イ
ス
の
成
果
や
競
合
商
品
と
の
関
係
が
ど

の
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
る
か
、す
ぐ
気
が

付
き
ま
す
。そ
う
し
た
市
場
の
声
に
対
し
て

耳
を
傾
け
る
姿
勢
が
あ
る
か
ど
う
か
が
、取

引
を
得
る
た
め
の
大
切
な
要
素
だ
と
、私
の

親
し
い
バ
イ
ヤ
ー
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　
商
品
そ
の
も
の
は
変
え
な
く
て
も
売
り

先
や
売
り
方
、見
せ
方
を
変
え
る
こ
と
で
売

れ
た
面
白
い
例
に
グ
リ
コ
の
﹁
ビ
ス
コ
﹂
が

あ
り
ま
す
。ご
存
じ
の
よ
う
に
、
ビ
ス
コ
は

発
売
か
ら
約
90
年
間
も
売
れ
続
け
て
い
る

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
で
す
。そ
れ
が
今
は
意

外
な
市
場
で
大
き
く
売
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
年
々
、赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
数
が
減
っ
て
い

る
少
子
化
時
代
に
、幼
児
向
け
の
お
菓
子
で

あ
る
ビ
ス
コ
が
売
れ
て
い
る
の
は
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
そ
れ
ま
で
の
幼
児
か
ら
20
代
〜

30
代
の
働
く
女
性
に
シ
フ
ト
し
た
た
め
で

す
。試
し
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ビ
ス
コ
の

公
式
サ
イ
ト
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

い
き
な
り
タ
レ
ン
ト
の
深
田
恭
子
さ
ん
の

イ
メ
ー
ジ
写
真
や
動
画
が
ど
ー
ん
と
出
て

き
ま
す
。つ
ま
り
深
田
恭
子
さ
ん
に
憧
れ
る

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
置
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。健
康
志
向
が
強
い
、
働
く

若
い
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
、安
全
・
安
心
の
食

品
と
し
て
ビ
ス
コ
が
マ
ッ
チ
し
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、こ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
て
、﹁
乳

酸
菌
入
り
﹂と
健
康
機
能
性
も
ア
ピ
ー
ル
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
じ
よ
う
に
、も
と
も
と
赤
ち
ゃ
ん
向
け

の
商
品
で
あ
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル
も
現
在
、若

い
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
販
売
戦
略

を
取
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
中
身
は

変
わ
ら
な
く
て
も
売
り
方
や
見
せ
方
を
変

え
る
と
新
し
い
道
が
開
け
る
こ
と
が
あ
る

の
で
す
。

　
展
示
会
や
商
談
会
に
同
じ
商
品
を
出
す

と
き
に
は
、少
し
で
も
新
し
い
工
夫
を
加
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
去
年
と
同
じ
で
売
れ
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
う
」

ト
レ
ン
ト
通
信





℡

鹿
児
島
商
工
会
議
所
会
報

昭
和
二
十
九
年
八
月
七
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

令
和
二
年
四
月
一
日
発
行

︵
毎
月
一
日
発
行
︶

発
行
　
鹿
児
島
商
工
会
議
所

印
刷
所
　
有
限
会
社
ク
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